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研究成果の概要 

本研究は、自分の判断を言語で説明することができ、対話的な説明コミュニケーションを通して

人の判断を支援する AI システムの設計論の構築を目指している。 

乾 G は、言語モデル（LM）が生成する説明の誠実性（モデル内部の推論プロセスを反映した説

明になっているか）をどう保証するかという課題に説明生成の内部機序解明の観点から取り組み、

実体概念の数値特徴のような世界知識が低次元の線形部分空間にエンコードされており

（Heinzerling+ ACL 2024）、そうした解釈性の高い部分空間が実際の推論に活用されている

（Oumer et al.+ NAACL 2025）といった LM の知識表象と推論過程の解明を進めた。また、複数ス

テップからなる推論における LM の解探索の機序解明にも取り組み、推論と説明の関係性（すなわ

ち説明の誠実性）に関わる一連の知見を得た（Aoki+ EMNLP 2024）。 

戸次 G は、2024 年度は、研究実施項目【DNN と相互作用する高階論理推論】において、Neural 

DTS の実装とその分析（飯沼+2025）や、定理自動証明器 wani のニューラル実装に向けた研究（宮

川+2025）を行ったほか、CCG 統語解析器 lightblue と wani を組み合わせた自然言語推論システ

ムの実装（富田+2025）を行った。また、研究実施項目【説明可能 AI の証明論的意味論】において

は、日本語関係節における弱交差現象の分析(R-WCO)（Fukushima+2024, 福島+2025）、DTS を

用いた一般化交差現象(GCO)の分析(Matsuoka+2024a)，二重目的語構文における弱交差現象

(WCO)の分析（藤田+2025）を行い、LFS の方法論に基づいて形式文法の経験的検証を行うという

研究プログラムを確立しつつある。その他、DTS による日本語のテンスの分析(Matsuoka+2024b)、

DTS の様相拡張である Modal DTS の研究（飯村+2025）、CCG 統語解析器 lightblue のインターフ

ェースの改良（佐伯+2025）等を行った。 

黒橋 G は、話者の内的状態（知識や興味）を考慮した応答生成を目的に、2 万以上の発話から

なる内部状態注釈付き映画推薦対話データセット「RecomMind」を構築した。このデータセットを用

いて推薦成功に寄与する内部状態を分析し、その知見に基づき内部状態を効果的に考慮する応

答生成モデルを提案した。また、言語モデルに内在するバイアスの検出・緩和に向けた予備的検

討として、アンカリング効果と呼ばれる認知バイアスに着目し、GPT-4o を含む複数の言語モデル

に対して様々なシナリオでの影響を検証した結果、言語モデルが人間同様にアンカリング効果を

受けることを確認した。 

久木田 G では、前年度に引き続き誤情報に対する人間の心理と行動の研究を行なっている。特

に昨年度は、誤情報に対する訂正情報をデバイス上で対話的に提示することが信念の改訂にとっ

てポジティブな効果をもたらす可能性を探究するために実験用の対話システムを構築し、予備的

な実験を行った。その予備実験ではこの仮説が肯定される可能性が示されている。またそれらの

実証的な研究に並行して、人工知能や、広く情報技術に関連する ELSI（倫理的法的社会的問題）

や誤情報等の課題についての研究を継続して行い、多様な専門家を招いた研究会等を開催する

と同時に、それらの問題について啓発する活動（講演、論文など）を行った。 
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